
ABC 分類（胃癌リスク層別化検査） 

胃粘膜の萎縮の進行を見るペプシノゲンと、ヘリコバクターピロリ IgG 抗体

の結果を組み合わせて、胃がん発生のリスクを A,B,C,D の 4 群に分類して評

価します。B,C,D 群の場合、内視鏡検査や専門医の受診が推奨されます。 

除菌治療を受けた方、胃切除後、腎不全、肝不全の方、胃薬のうちプロトン

ポンプ阻害薬を服用中の方は正確な評価ができず対象になりません。基本的に

成人の場合は一度行えばよいとされています。 
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